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1 はじめに 

林木育種センターでは、林木ジーンバンク事業の一環と

して、絶滅の危機に瀕する稀少樹種の資源保存に向けた取

り組みを行っている。その中でも関西育種場では特に、ト

ガサワラとシコクシラベの2樹種について、第1期中期計

画（平成 13～17 年度）から遺伝資源の探索と収集を進め

てきたとともに、第 2 期（平成 18～22 年度）および第 3

期中期計画（平成 23～27 年度）においては研究課題も実

施され、これまでDNAマーカーを用いた種内の遺伝的変異

の解明 1)～3) や、生息域内保存林内での個体成長や結実動

態のモニタリング4) 等を進めてきた。その一方で、生息域

内では集団滅失の恐れがあることから、生息域外保存によ

る実生後代集団の保存についても検討しておく必要があ

る。生息域外保存のためには、樹種毎に適した育苗方法等

の検討が不可欠であるが、これまで、実生による生育試験

はごく単発的で小規模なものに限られていた。その一因と

して、両樹種とも開花結実特性がほとんど知られていない

ため、試験材料となる良質の種子が十分量収集できなかっ

たことが挙げられる。しかしながら、そのような中、平成

26 年は両樹種ともに事業開始以降最も大量の結実が観察

された。そこで当場では、この貴重な結実年を受けて、可

能な限り種の分布域全域にわたり種子の収集に取り組ん

だ。本報では、その両樹種における種子収集の実績等につ

いて報告する。 

 

2 トガサワラにおける取り組み 

トガサワラ（Pseudotsuga japonica）はマツ科トガサワ

ラ属の常緑針葉樹で、紀伊半島および四国南東部の一部に

のみ生育する固有樹種である。現在の集団は拡大造林に伴

う伐採等により小集団化・分断化が進んでいることに加え、

林内では一部の箇所を除きほとんど天然更新が見られな

いため、生息域内保存手法の検討とともに、生息域外保存

による後継集団の造成についても重要視されている。過去

に行われた実生苗の育成の取り組みでは、発芽後の育苗段

階で多くの苗が床替えや鉢上げ後に枯死し、得苗率が低か

ったことから、苗の据置期間等といった生育手法の検討が

必要な状況である。 

これまで当場では 10 年以上にわたり結実調査を行い、

種子の収集を試みてきたが、一部の年での少数個体からの

収集にとどまっていた（表1）。ところが、平成26年はほ

とんどの集団でこれまで例のない多数の個体で結実が観

察された。当場では、この貴重な収集の機会に際し、林木

育種センター本所や他機関の協力も得ながら、9月上旬～

下旬にかけて種子の収集を実施した。その結果、紀伊半島

地域では4集団の計89個体から、四国地域でも2集団の

計 18 個体から、合計で 1,155g（約 35,000 粒：種子トラ

ップの採種量を除く）もの多数の種子を収集した（表1）。

収集個体および採種量の一覧を付表1に示す。 

採種作業は主に測竿鎌を用いて個体別に行った。一方で、

西ノ川山林木遺伝資源保存林（高知県安芸市）では、ツリ

ークライミングによる大径木からの採種を実施し（神戸大

学の協力）、30m 以上もの高さに球果を着生させている大

径木3個体から種子を収集した。そのほか、大又トガサワ

ラ植物群落保護林（三重県熊野市）では、口径9.0m2ほど

の大型種子トラップを5台設置し、散布種子の収集を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　集団 ＼ 年次 平成17年度 平成21年度 平成25年度 平成26年度

紀伊半島 大又 - - - 　　3 2)

三之公 - 8 - 33

川又観音 - 10 　　2 1) 38

大塔山 - 6 - 15

四国 西ノ川山 1 1 - 3

安田川山 - - - -

魚梁瀬 - - - 15

計 1 25 2 107 2)

表1 平成26年度までのトガサワラ種子の収集実績 

（採種個体数） 

※現在 遺伝資源部 探索収集課 

※平成25年度までの種子は全て使用済み。 

1) 充実種子が全く得られず。 

2) 大型種子トラップ5台を除く。 
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3 シコクシラベにおける取り組み 

シコクシラベ（Abies veitchii var. shikokiana）はマ

ツ科モミ属の常緑針葉樹で、四国の高標高部である石鎚山

（1,982m）、笹ヶ峰（1,860m）および剣山（1,955m）のわ

ずか 3 山の頂上周辺にのみ遺存的に生育する固有樹種で

あり、本州のシラベの変種とされている5) 。近年、急速な

温暖化等による生育適地の縮小とそれに伴う集団サイズ

の減少が危惧されており、生息域外での保存も視野に入れ

た集団の保存方法の検討が必要である。 

当該樹種では過去に平成 23 年（豊作年と思われる）お

よび24年（凶作年）において種子の収集が行われたが（表

2）、豊作年以外では充実率・発芽率が著しく低くなること

から6)、生育試験に供試可能な良質の種子が十分量得られ

なかった。ところが、平成 23 年から石鎚山集団内で継続

中のモニタリング調査地における繁殖量調査では、平成

26 年はトガサワラと同様、調査開始以降最も大量の結実

が観察された（図 1）。こうしたことから、当場では石鎚

山集団および笹ヶ峰集団を対象として収集に取り組み、そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の結果、過去最多となる計75個体から合計で3,197g（約

320,000粒）もの多数の種子を収集した（表2）。石鎚山集

団からはモニタリング調査対象個体（107個体）のほぼ半

数の個体から種子が得られたとともに、笹ヶ峰集団からは

初めて種子を収集した。収集個体および採種量の一覧を付

表2に示す。 

 

4 今後の取り組み 

林木育種センターでは今後、平成 26 年に収集した両樹

種の多数の種子サンプルをジーンバンクに保存し、種々の

試験研究に活用していく考えである。当場では、これらの

種子を利用して、両樹種の適した育苗条件を明らかにして

いく考えである。トガサワラでは、床替のタイミング等の

検討を行うほか、当該樹種に特異的な菌根菌7) の人工接種

による苗の生存率の促進試験を行う予定である（東京大学

との共同研究）。シコクシラベについても、苗の成長量を

確保するための播種以降の据置期間の検討等に取り組む

とともに、各採種年次における種子の充実率・発芽率等を

確認し、結実の豊凶が種子の質にどのように影響するのか

について評価する考えである。 

将来的には、異なる複数の気候環境下（育種場等）にお

いて家系別の生息域外保存試験を実施し、環境条件の変化

による生存率や成長量等の変動やその産地間での違いを

把握して行く予定である。それにより、移住可能な地域の

検討等といった、より実践的な両樹種の保存戦略の指針と

なるような知見を得る考えである。 
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（採種個体数） 

図1 石鎚山集団のモニタリング調査地におけるシコクシラベ着 

果量の推移 

  ※平成23年は採種できた結実個体のみ数を計測し、その平均。 

1) 充実種子が全く得られず。 

　集団 ＼ 年次 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

石鎚山 32 　11 1) - 50

笹ヶ峰 - - - 25

剣山 32 - - -

計 64 11 0 75
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付表1 平成26年度におけるトガサワラ種子の収集個体と採種量 

1 大又６８０ 10.05 48 川又観音４７ 0.24

2 大又６８１ 5.78 49 川又観音４８ 2.46

3 大又６８２ 10.20 50 川又観音５０ 7.80

4 大又ＳＴ１（トラップ） 2.00 51 川又観音５１ 6.26

5 大又ＳＴ２（トラップ） 1.75 52 川又観音５２ 2.86

6 大又ＳＴ３（トラップ） 0.31 53 川又観音５３ 4.84

7 大又ＳＴ４（トラップ） 2.13 54 川又観音５４ 5.30

8 大又ＳＴ５（トラップ） 2.78 55 川又観音５６ 7.79

9 三之公６１３ 21.30 56 川又観音５７ 0.19

10 三之公６１４ 29.50 57 川又観音５８ 3.56

11 三之公６１５ 2.11 58 川又観音５９ 0.21

12 三之公６１６ 27.70 59 川又観音５７３ 14.50

13 三之公６１７ 8.61 60 川又観音５７４ 16.70

14 三之公６１８ 11.20 61 川又観音５７６ 27.80

15 三之公６１９ 0.58 62 川又観音５７７ 12.90

16 三之公６２０ 7.08 63 川又観音５７８ 7.44

17 三之公６２１ 14.63 64 川又観音５７９ 23.90

18 三之公６２３ 37.10 65 川又観音５８０ 26.10

19 三之公６２４ 46.00 66 川又観音５８１ 8.56

20 三之公６２５ 91.80 67 川又観音５８２ 7.08

21 三之公６２６ 37.40 68 川又観音５８３ 25.54

22 三之公６２７ 11.14 69 川又観音５８５ 4.01

23 三之公６２９ 4.01 70 川又観音５８６ 0.55

24 三之公６３０ 4.41 71 川又観音５８７ 5.09

25 三之公６３１ 9.13 72 川又観音５８８ 2.28

26 三之公６３３ 15.00 73 川又観音５８９ 2.16

27 三之公６３４ 3.97 74 川又観音５９１ 11.19

28 三之公６３６ 17.60 75 川又観音５９６ 2.82

29 三之公６３７ 17.90 76 川又観音５９８ 1.44

30 三之公６３８ 4.43 77 川又観音６００ 1.24

31 三之公６４０ 7.83 78 川又観音６０１ 0.60

32 三之公６４１ 15.88 79 川又観音６０２ 10.24

33 三之公６４２ 17.30 80 大塔山６１ 19.98

34 三之公６４３ 4.64 81 大塔山６２ 23.50

35 三之公６４４ 3.10 82 大塔山６３ 30.30

36 三之公６４５ 4.66 83 大塔山６４ 9.85

37 三之公６４６ 16.60 84 大塔山６６ 2.96

38 三之公Ａ 2.43 85 大塔山６７ 0.78

39 三之公Ｂ 5.81 86 大塔山６８ 8.16

40 三之公Ｃ 14.00 87 大塔山６９ 3.97

41 三之公Ｄ 0.72 88 大塔山７０ 2.94

42 川又観音４０ 49.90 89 大塔山６０４ 13.39

43 川又観音４１ 11.48 90 大塔山６０５ 14.02

44 川又観音４３ 6.79 91 大塔山６０６ 4.80

45 川又観音４４ 2.76 92 大塔山６０８ 13.77

46 川又観音４５ 0.63 93 大塔山６１０ 13.02

47 川又観音４６ 2.09 94 大塔山６１１ 14.70

集団 採種母樹名 採種重量（g）

大又

川又観音

三之公

大塔山

川又観音

集団 採種母樹名 採種重量（g）
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(付表1 つづき) 

付表2 平成26年度におけるシコクシラベ種子の収集個体と採種量 

95 西ノ川山６７６ 11.20 104 谷山北平山３６４ 0.61

96 西ノ川山６７７ 5.40 105 谷山北平山３６５ 2.50

97 西ノ川山６７９ 14.70 106 谷山北平山３６６ 1.76

98 魚梁瀬３７１ 1.96 107 谷山北平山３６７ 4.89

99 魚梁瀬３７２ 4.64 108 谷山北平山３６８ 2.92

100 谷山北平山３６０ 0.70 109 谷山北平山３６９ 8.77

101 谷山北平山３６１ 26.20 110 谷山北平山３７０ 2.60

102 谷山北平山３６２ 0.47 111 谷山北平山６６８ 17.30

103 谷山北平山３６３ 0.95 112 谷山北平山６６９ 2.80

合計 1164.36

集団 採種母樹名 採種重量（g）

西ノ川山

魚梁瀬

魚梁瀬

集団 採種母樹名 採種重量（g）

1 石鎚山１１ 34.76 39 石鎚山９５ 83.89

2 石鎚山１２ 17.97 40 石鎚山９６ 26.12

3 石鎚山１３ 44.97 41 石鎚山９７ 71.91

4 石鎚山１４ 34.60 42 石鎚山１０２ 78.42

5 石鎚山１５ 91.36 43 石鎚山１０４ 51.42

6 石鎚山１７ 46.38 44 石鎚山１０５ 65.33

7 石鎚山１８ 58.03 45 石鎚山１０７ 31.13

8 石鎚山２３ 33.06 46 石鎚山１０８ 48.76

9 石鎚山２４ 23.99 47 石鎚山１０９ 118.45

10 石鎚山２７ 21.90 48 石鎚山１１２ 50.55

11 石鎚山２８ 17.33 49 石鎚山１１４ 10.86

12 石鎚山２９ 23.82 50 石鎚山１１９ 36.93

13 石鎚山３０ 42.91 51 笹ヶ峰４９ 73.27

14 石鎚山３１ 88.56 52 笹ヶ峰５０ 18.01

15 石鎚山３２ 12.29 53 笹ヶ峰５２ 18.46

16 石鎚山３６ 21.22 54 笹ヶ峰５３ 18.47

17 石鎚山３８ 89.22 55 笹ヶ峰５４ 111.33

18 石鎚山４０ 99.36 56 笹ヶ峰５５ 34.28

19 石鎚山４１ 41.92 57 笹ヶ峰５６ 28.87

20 石鎚山４９ 32.00 58 笹ヶ峰５７ 31.04

21 石鎚山５０ 27.20 59 笹ヶ峰５８ 78.44

22 石鎚山５１ 12.27 60 笹ヶ峰５９ 18.71

23 石鎚山５４ 41.74 61 笹ヶ峰６０ 117.96

24 石鎚山５８ 18.18 62 笹ヶ峰６１ 29.28

25 石鎚山６１ 19.52 63 笹ヶ峰６２ 33.13

26 石鎚山６２ 28.85 64 笹ヶ峰６３ 15.16

27 石鎚山６３ 32.13 65 笹ヶ峰６４ 32.71

28 石鎚山６７ 26.04 66 笹ヶ峰６５ 38.11

29 石鎚山７０ 66.46 67 笹ヶ峰６６ 35.72

30 石鎚山７７ 68.74 68 笹ヶ峰６７ 15.18

31 石鎚山７９ 41.76 69 笹ヶ峰６８ 51.91

32 石鎚山８０ 21.63 70 笹ヶ峰６９ 50.98

33 石鎚山８４ 40.06 71 笹ヶ峰７０ 41.95

34 石鎚山８６ 28.32 72 笹ヶ峰７１ 33.32

35 石鎚山８８ 33.12 73 笹ヶ峰７２ 17.82

36 石鎚山９０ 28.53 74 笹ヶ峰７３ 25.37

37 石鎚山９１ 94.42 75 笹ヶ峰７４ 19.46

38 石鎚山９３ 29.86 合計 3197.15

集団 採種母樹名 採種重量（g）

石鎚山

石鎚山

笹ヶ峰

集団 採種母樹名 採種重量（g）
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